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は　 じ　 め　 に
　近年 ， 色彩関係文献の 出版 は目覚 しい ものがある 。 反面近代 ， 特に明治以降欧米か ら移入 さ
れた色彩 の知識 とその伝播に つ い て ， 書誌的に あ とづ けられた例 をみ な い 。
　色彩の 科学知識に つ い て は ， 日本 は こ れ を全面的に 欧米 の研究 とその成果 に依存して きた 。
た だ ， 色彩科学が欧米 にお い て 目覚 しい 発達 をみせ は じめ た 1920年代後半以降は，特 に発達の
著 しか っ た米 ・英が第 2 次世界大戦の連合国側にあ っ た こ とが影響 してか ， そ の 頃の 米 ・英 に
お ける色彩科学の 成果が ， 日本に お い て 十分に 吸収され なか っ たきらい がある 。 例え ば， 今日
日本の 色 彩標 準 と な っ て い る JIS標 準色 票 は ， 1943年 に 制 定 され た 修 正 マ ン セ ル 表 色 系
（Munsen 　Renotation　System）に 準拠 し， 修正 マ ン セ ル 表色系そ の もの は ， 1905年 アメ リカ
人 ア ル バ ー ト ・ マ ン セ ル （Albert且enry 　Munsell， 1858〜 1918）に よ っ て 発表 された マ ン セ ル
表色系 （M 皿 sell 　Notation　System）に もとつ く こ と はよ く知 られ て い る。と こ ろが 日本に お
い て マ ン セ ル 表 色系 に対 し特に高 い 関心 が 払わ れ は じめ た の は 1948 （昭和 23）年 頃 か ら で あ
り1｝， マ ン セ ル 表色系発表の 年か ら， 実 に 半世紀近 く経てか らの こ と となる 。
　戦前に限 っ て い えば ， 欧米色彩文献の 完訳本出版 も極 めて まれ で あ っ た 2》。 こ の ように戦前の
色彩文献は ， 欧米に お ける色彩の研究の 断片的紹介が 多く3）， 日本 に お い て色彩の 研究の 安定的
基盤 を きず くとい う意味か らは ， い ささか心 もとな い 状況 に あっ た とい わねばな らな い 。 しか
し今 日の 日本の色彩学は ， 大戦に よる研究の 遅滞 はあ っ たに せ よ ， 矢張 り戦前よ り連続的に っ
なが り発展 して きた も の で あ る以上 ，今後の 色彩学発展 の た め 戦前の 色彩研究の 現況 をも， 一
度は み つ め 直す機会 も また必要か と思われ る 。
　本稿にお い て は ， 明治以降今次大戦終了 （1945〈昭和 20＞年）まで の 間で ， 管見の 範囲で 知
り得た色彩文献 を ， 年月の順を追 っ て紹介し て み た い 。 対 象は色彩関係単行本の ほ か ， 美術 ・
デザ イ ン 関係雑誌に お ける色彩 関連記事 とし ， 一部美術 ・デサ イン 関係 ある い は教育関連 の 単
行本 ， 教科書 にお ける色彩記事 も と りあげた 。
　もちろん ， 上 記期間内の 色彩文献全 て を網羅し得た とは思え な い 。また ， 大正 以降戦前 に か
け て 出版 さ れ た数多くの デザ イ ン 指導書に は殆 ど色彩の項が置か れて い るが， デザイ ン指導書
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に 関して も別の機会 に大戦終 了 まで の文献書誌 を著わ すつ もりで あ る の で ， 今回は 対象か ら除
い た。以下に あげる文献の ほか に も ， 著者 ， 表題は分か るが出版年 月 ， 出版社不明の もの も幾
冊 か あ る 。 書誌 としては不完全の そ し りは ま ぬ が れ得な い が ， 明治か ら戦前に か けて の 色彩研
究展望 に対する い さ さ か の 指針 は得 られ る もの と思 う。
明治期以前
　西 欧 に お け る 近代色 彩科学 の 基礎 は，い う まで もな くニ ュ ー ト ン （Sir　Isaac　Newton ，
1642〜1727）に よ っ て きずか れ た 。 近代 日本に お け る色彩学 ， 特に 科学 としての色彩学 を展望
に入れた色彩学の流 れをた どる場合， まずニ ュ ー トン の業績が どの ように受容 され て きた か を
み る必要が あ ろう。 日本 に ニ ュ ー トン の 業績 をは じめ て 紹介 した の は ， 長崎のオ ラ ン ダ通詞志
筑忠雄（1760＜宝暦 10＞ 〜1806＜文化 3＞）で あ っ た 。 以 後明治初年に い た る まで ， 主 とし て蘭
学者 に よっ て ， い くつ か の ニ ュ
ー トン 力学 ・光学 ・天文学の紹介がな され て い る 。 た だ ニ ュ
ー
トン 学説 の 紹介 とは い え，そ の うち の 色彩に か かわ る光学はほん の 一部 に過 ぎな い 。ま た 時期
的 に も これらは明治以前に 属 し ， 熊本高工氏 の 「三 原色説の 研究 」 （『女子美術大学紀要』 第 4
号　1973．3 女子 美術大学） に も一部紹介が ある の で ， こ こで は改めて と Dあげな い 。
明治期の 色彩文献
　さ て 明治期に 入 り， そ の 初期 の初等教育 に 『色図 』 が 導入 され ， 単純な形式なが ら欧米の 色
彩科学の成果 を と り入れ た色彩教育が 行 なわ れ て い た こ とは ， す で に 別稿で 論 じ た 。 そ の 際，『色
図』 の解説書 を一覧表に 掲げた ので ，
『色 図 』 に 関す る文献 は別稿を参照 され た い 。 こ こ で は明
治期 と し て ， 『色図』 以降の 色彩文献 を と りあげる こ と とす る。
　　塩 田力蔵　 『色の調和 』　 明治 25 学齢館
　塩 田力蔵 （1864〈 元治元 〉〜1946＜ 昭和21＞）は陶磁研究家 。 緒言 に
「本編の大意は仏人ヱ
ヴ レ ーユ 氏の 原著な る 「色の調和及相比の 理法 ， 附た り芸術上 の 応用論」」 とある よ うに ， シ ェ
ブル ール （Michel　Eug6n
’
e　Chevreul，1786〜1889）の De　 la　 loi　du　 contraste 　simulutanE 　des
couleuxs （Paris，1839）の抄訳で ある 。 抄訳 と い っ て も本文は全 12ペ ージに過 ぎず ， シ ェ ブ ル ー
ル の 理論の 一端を紹介する に とどま っ て い るが ， 色彩用語す ら定着し て い なか っ た 時代で ある
か ら ， 訳語の
一
つ に も苦心の あとが うか が える 。 例 えば今 日の
「補色」 に は 「対色 」 の語 を当
て ，
「対色 の 対の 字は幾何学上 の余角の 余の 字と同義な り」 （第 2章） とい う解説が 加えられ て
い る 。
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　　笠原健一　 『配色法一斑 』　 明治26
　序に 「顧 フ ニ 我国未ダ配色法ノ著書ナ シ 。 余窃カ ニ 之 ヲ遺憾 トス頃者仏国志波留氏配色法 ヲ
訳述セ ン ト欲 シ 」 とあるように ， これ もまた ， シ ェ ブ ル ール の抄訳で ある 。 ただ塩田 の 『色の
調和』 に比 べ 『配色法一斑』 は 58ペ ージ の 分量が あ り， 全般的 に みて丁寧な紹介で ある。特に
シ ェ ブ ル ール の有名な色の調和 に関する 6項 目が 「色の 妙合」 として と りあげられて い るが，
シ ェ ブ ル ール の De　la　loi　du　contraste 　simulutane 　deε　couleurs は ， 英訳本で も400ペ ージを
越 えてお り， そ の 中の 僅か 1 ペ ージ に相当する 色の 調和 の 6 項 目を， 笠原が 適確 に抽出し紹介
して い る点は評価に値 しよ う。
　笠 原健
一は，1886 （明治 19）年に 開設 され た 京都染工 講 習所 に勤務 して い た 。 染工講習所は
染織法の 研究と ， 輸入 染料の使用法を学ばせ る機関で ある 。 塩田 の 陶磁器 と と も に笠原の 染織
物は ， と もに 当時の輸出産業の花形で あ っ た 。 シ ェ ブ ル ール の色彩調和理論が ， こ れ ら の 産業
分野で ほ ぼ時を同 じ くして紹介 され た の も，色彩が 陶磁器 ， 染織物 に と っ て重要な構成要素で
あ り， こ こ に海外の 知識を啓蒙し ， よ り一層輸出の 進展 に 役立て ようとする積極的な姿勢の現
われ とみ る こ とがで きる 。
　　高木伊作　　「ゲーテ」　 『拾貳文豪』 第 5巻　明治26　民友社
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ワ ロペ ン ラ − レ
　186ペ ージに ， 「彼が ニ ュ ー トン に抗背 して ， 視学上の定見を立 て ん と欲 した る ， 『 色　学』
は 遂 に 公 に せ られ た り」 とあ る 。 日本に お け るゲ ーテ 色彩学紹介の 嚆矢で あ ろ う。 ゲ ーテ
（Johann　Wblfgang　von 　Goethe，1749〜 1832） に つ い て はす で に ， 1872 （明治 5）年 刊， 中村
敬太郎く正直〉訳 『自由の理 』 （原著は Samuel　Smilesの Self　HelP，1857）の 中で 「グーテ」
として 登場 し て い るが ，ゲ ーテ の 色彩学が さ らに詳 し くと りあげられ る に は ， 1903 （明治36）
年を待たね ばな らな い 。
　　岡吉寿　　『小学毛筆図画臨本』 教師用　明治27　敬業社 5）
　 『色図』 以後 ， ふた た び普通教育の 中に登場 した色彩 の例 。 こ の 頃は 「教科書用図書検定条
例」 が公布され （1886〈明治 19＞ 年 6 月），検定制度が導入 され て い た 時期に当る 。 『小学毛筆
図画臨本 』 に は ， 「色の 分類 」 をは じ め とす る色彩関連の 記事が ある 。 内容の 一部に ， 「諸色は
明暗両極の 間に駢列す る者 に して 白黒 は各一方の極 を表 し白の次 に最 も近 く類似せ る もの を黄
と し暗に近 く陰影 を帯びた るは青 に して 」 とあ る よ う に ， 遠 くはギ リシ ア の ， 近 くは ゲーテ の
色彩観 に共通 して い る 。
　山本五 郎　 「意匠説 」　 雑誌 『日本美術協会報告』 第30号　明治33年 6月　 日本美術協会
明治 33年 は西暦1900年 ， こ の 頃の 社会情勢を み て み よ う。
日清戦争 を契機 として ， 日本 は急速な発展 と近代化の道 を歩み は じめ る 。 これに伴な い ， 技
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術者の組織的養成が急務 とな っ た。そこ で 特 に 工 業教育 を重点として ，
「実業教育国庫補助法 」
（1894＜明治27＞年）， 「実業学校令 」 （1899＜明治 32＞年）が制定され ， 以後実業教育機関の 積
極的な充足が計 られ て い っ た 。 明治期の デザイ ン教育機関， ある い は教育機関内で の 図案科設
置の 多くが明治30年前後に集中して い るの はそのためで ある 。 この よ うな デザイ ン教育の振興
は ， 産業 と美術のか か わ りの 中で 色彩 に関す る関心 を徐々 に高め る結果を生み
6）
， まず産業育成
の た め の 諸 団体の 機関誌や美術啓蒙活動の 中に ， 色彩に関す る発言が生 まれて くる 。 山本五郎
の 「意匠説 」 に そ の 傾向の端緒がみ られる 。
　ウ d 一ン 万 国博覧会 （1873＜明治 6＞ 年 ， 以下万博 と略称す る）， フ ィ ラ デル フ ィ ア万博
（1876＜明治 9＞年）な どの海外博へ の参同に お ける 日本美術工芸品 に対す る評価の 中か ら，
竜池会 と称 する 日本伝統美術工 芸振 興団体が 生 まれ た こ と は よ く知 られ て い る
7）。1879 （明治
12）年に設立 され， の ちに 日本美術協会と改称 （1887＜明治20＞年）され るが ， 『日本美術協会
報告』 は会の機関誌で ある 。 山本五 郎は竜池会設立 の発起人 として 名をつ らね て い る テ クノ ク
ラ ー トで あっ た 。
　山本五 郎 の 「意 匠説 」 は ， タ イ トル をみた だ けで は色彩関連 の記述 を含 む こ と が読 み とれ な
い
。 実際は全 16ペ ージの 論説中色彩 の 記事が 約10ペ ージ と， 色 に関す る記述の比重が高い 。た
だその 内容は ， 3原色 と して の 赤 ・黄 ・ 青を も と に した い ろ い ろ な色の配合 と そ の割合 ， お よ
び色の 対比 と調和 （妙合 とあ る 。 笠原健
一 『配色法一斑 』 参照）に つ い て述 べ られ て お り， 論
旨は 『色 図』 解説書の 種本で あ る ウ ィ ル ソ ン ・マ ニ ュ ア ル
8）を骨子 と して い るよ うに 見受 け られ
る 。
　　澤九皐　 「配色新論」　 雑誌 『意匠世界 』 第 2 輯　明治 33年 12月　精美会
第 1輯 よ りの連載 と思われ る が ， 連載完 了時 は不明 。 第 2輯で は赤 ・黄 ・青 3原色 を も と と
し ， 簡潔なが ら顔料や染料に つ い て も触れ られて い る 。 ただ これ も 1 編 1，400字程度の 短文ゆ え ，
『色 図』 を こ え るほ どの 目新 し い 知見は な い 。
　　森田清波　 「色の 調和 に就 き て 」　 雑誌 『図按』 第 6号　明治35年 8月　国光社
　1900 （明治 33）年 に 開催 さ れた パ リ万博へ の 参同が ， 日本 に お ける デザ イ ン 改革運動 を積極
的に推進する 契機 とな っ た こ とは ， すで に 別稿で述 べ た
9）
。 当時陶漆器 ， 織物な どの 日本製品の
輸出は好況で あ っ たが ， 反面 デザ イ ン を伝統的日本美術工 芸 に のみ依存 し， 意匠の 改革 と技術
革新を怠 っ て い る と の 海外で の 批判が ， パ リ万博 へ の 日本出品物の 評価で あ っ た 。 こ の 反省 と
して い くつ か の デザイ ン改良推進団体が 結成さて い るが ， その 中の 1 つ に大 日本図案協会が あ
っ た。結成 はパ リ万博の 翌年の 1901（明治 34）年 ， 構成 メ ン バ ーの 中心 は東京高等工業学校 （現
東京工 業大学）工業図案科 （創設1897＜明治 30＞年）の 教官 ， 在校生 ， 卒業生達で あ っ た 。 雑
誌 『図按』 はそ の機関誌で ， 日本 に お けるデ ザイ ン専門雑誌の嚆矢で ある 。
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　森田茂樹 ， 号清波 は ， 東京高等工 業学校本科工業図案科 （1905＜明治32＞年設置。工 業図案
科は まず附属工 業教員養成所 に置 か れ た ）第 1 期卒業生で ， 森田 の 記事 は ， こ の 時期 に い た っ
て デザ イン の 専門教育を受 けた者が ， 色彩 に関 して発 言す る 力をつ けは じめた現われ とみ る こ
とが で きる 。
　内容に は黄 ・青 ・赤 を 3原色 とし， それ らの 2色ずつ の混合に よ り生 まれ る間色 ， さ ら に は
間色 2色 ずつ の 混合 よ り生 まれ る再間色の説明 が あ り， これ は 『色図』 で 参照 され た フ Sー
一ル
ド （GeQrge　Field， 1777？ 〜1854）の Civ’omafog 」
’
aPh ．v （London ，1835） の 延長線上 に あ る。
　調和 に つ い て は対比の 如何 に よる と し ， 3原色配合 もその割合 に よ っ て調和が とれ ， そ の 例
と し て ポ ン ペ イ の配 色が示 され て い る の が 目新 し い 。
　　横 田武太郎 ， 福田亀市　　『配色の 栞 』　 明治35　〈御所町〉葛城松雄
　福田亀市で 同じ く 『配色の 栞 』 が ， 1904 （明治37）年 に も発刊され て い る。内容は同 じで あ
る 。 余色 （補色）の項 で ， 「余色 トハ 反対 ト云 フ コ トニ シ テ
……白紙ノ 上 二 赤色 ノ小紙片 ヲ ノ セ
暫時之 レ ヲ熟視 シ テ後急二 之 レ ヲ取 リ去 ラバ ……共形 ノ緑色 ヲ見 ル コ トヲ得ベ シ」 と して 残像補
色を と りあげ ， 残像補色 に よ り構成さ れ る色環が 示 さ れ て い る 。 ただ色彩 を体系づ けるため の












　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 H
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B













E 色 色 9’　e9 　 e’　za 芭 色 色 色 包 ¶’ R　図 1　 福 田 亀市
　 　 　 　『配 色の 栞 』
　 　 　 明 治37に お け る色環
　 　 　 　（国立 国会図書館蔵）
一35一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
　　藤浪鑑　 「科学者 としての ゲーテ 」　 雑誌 『太陽」 第 9巻第 1号附録　明治36　博文館
　日本住血吸虫の 発見者 と し て 知 られる 医学博士藤浪鑑 （1870〈明治 3＞ 〜 1934＜昭和 9＞）
が ， 文学者の みな らず 自然科学 の 分野 に も偉大な足跡 を残 したゲーテの 一面 を， その 『色彩論 』
に まで わけ入 っ て 紹介した もの であ る 。 特にゲーテ の 『色彩論』 が生理光学を中核と して成立
して い る こ と を指 摘 す る と と もに ， 有 名 な エ ツ カ ー マ ン （Johann　Peter　Eckermann ，
1792〜1854）の 『ゲーテ との 対話』 （Gespntche　mit （；oethe 　in　den　Leinten　Jahren　Seines　Lebens，
1836）1824年 5 月 2 日の項 を引用 し，ゲーテ の 『色彩論』 に対 する 自負に も触れ て い る 。 こ の
ほ か に も藤浪 はゲーテの 『色彩論』 に つ い て ， の ちに 実験生理学の創始者 ヨ ハ ネス ・ミュ ーラ
ー （Johannes　Peter　Muller，1801〜1858）が 「生理 学の 発達に著し く貢献 した 」 と述べ た点を
と りあげ ， 『色彩論 』 の 持つ 生理学的貢献を高 く評価した 。 医学者ら しい 観点で ある 。
　ゲーテの 色彩学 は ， 1916 （大正 5 ）年に い た っ て ふ たたび， 医学者小 川政修に よ りと り上 げ
られ てお り， 初期のゲーテ色彩学紹介は ， 医学者の独壇場の 観を呈 して い る 。 日本に お い ては，
ドイ ツ 医学が 長 く主流で あ っ た こ と に もよ るの で あろ うか 。
　　横山龍峰　 『色彩の栞 』 附水彩画の大要　明治 37 〈京都〉松 田 尚友堂
　全119ペ ージ ， フ ィール ドや シ ェ ブ ル ール の 色彩理論の ほ か ， ヤ ング ＝ ヘ ル ム ホ ル ツの赤 ・緑 ・
青の 3原色説， ある い はオ グデ ン ・ル ー ド （Ogden　 Nicholas　Rood，1831〜1902）の Modern
Chromatics（London ，　1879）に お ける混色原理等の 簡単 な紹介が ある 。 直接 ル ー ドの名 をあげ
て そ の 色彩学の 一端に触れ た色彩文献 として は ， 日本初の もの と思われ る 。 また色環 は ， 中心
に 白を配 した赤 ・橙 ・黄 ・黄緑 ・緑 ・緑青 ・青 ・ 藍 ・菫 ・紫の 10色相構成で ， マ ン セ ル 色環と
近似 した もの とな っ て い る 。
　白浜徴 　 『毛筆画手本』　 明治38 文部省
色彩の項 を含 む。
　　久保田米僊　　『美感新論』　 明治38　隆文館
　久保田米僊 （1851＜ 嘉永 4 ＞ 〜 1906＜明治 39＞＞は明治期 に活躍 した特異な 日本画家で ある 。
鈴木百年 （1824〈文政 7＞ ？〜1891＜明治24＞）の 門下で あるが ， 京都美術 の 興 隆 を計 るた
め京都府画学校 （現在の 京都 市立芸術大学）の 設立 に参与，1889年の パ リ万博開設 に 際 し渡仏，
1893年 シ カ ゴ 博開催時に は渡米す るな ど海外経験 も多い 。 主 と して博覧会活動や教育の 場を通
じて美術の啓蒙に甚力 した 。 著述に は 「美感新論 』 の ほ か ， 『米僊画談』 （明治35 松 邑三松堂）
などが あるが，『美感新論 』で は色彩 に か な りの ペ ージが さか れ て い る 。 内容は中国の 陰陽五行
説 を もと に した色 彩 論 か ら， イギ リ ス の 工 業デ ザ イ ナ ー， ク リ ス ト フ ァ ー ・ ド レ ッ サ ー
（Christopher　Dresser，1834〜1904。 1876〈明治 9＞年来 日）の色彩論 に お よぶ とい う巾の 広 さ
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　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 緒方 ：日本近 代色 彩学史 ノート
が ある 。 ただ ド レ ッ サーの 色彩論が ， ドレ ッ サーの い か なる原著に依拠 したか 明 らか で ない 。
また その 内容 を点検す る と， 「第一原色は青八 赤五黄三 の 比例に於て 」 とあるよ うに ， 基本的に
は イ ギ リス の フ ィール ドの 色彩論 Chromatography に 拠る こ とは明 ら か で ある 10 ）。 色彩の 対比
に関す る 内容の 一部に は シ ェ ブ ル ール の 理論か らの 引用 もみ られ る 。 色彩の 調和 を述べ た項 で
は，シ ェ ブ ル ール の理論に 米 僊自身の経験を加味した 7項 目の調和様相が あげられて い る点が
注目され る 。
　　久保 田米僊　 「色彩の 原理 」　 雑誌 『美術新報』 第 5巻第 1号　明治39年 3月〜　第 5 巻
　　　第 3号　明治39年 4 月　 画報社
　 『美術新報』 中唯一の 色彩記事で あるが ， こ こ で は米僊の 色彩感 を述 べ るに とどまり， 『美感
新論s に み られ る ほ ど の 広が りは な い 。
　なお米僊 は連載終了翌月の 5 月， 他界 して い る。 1900 （明治33）年以降は失明の状態にあ っ
た か ら ，
『美感新論』 や 「色彩の 原理 」 はそ の 状態の 中で の 執筆で あ っ た 。
　　 小室信蔵　 「図案法講義 」　　 『工 芸講義録 』 第 8号　明治39年 8月 ” ）
　 1900年パ リ万博参加はデザ イ ン 改革の 推進力 とな っ た が ， 一方にお い て は普通教育に お ける
デザイ ン （当時は図案）教育導入 の契機 と もな っ た 。
　 パ リ万博で は博覧会行事の 一環 として ， 各種の 万国会議を開催 して い る 。 こ の 時開かれ た第
1回世界 図画教育会議 や翌年 ドレ ス デ ン で 開か れた第 1 回芸術教育会議 を契機 と して ， 日本の
美術教育 も新し い 世紀 を迎 える こ と に な る 。
　文部省 は 1902 （明治 35）年図画調査委員会 を設け ， 欧米諸国の 図画教育の実情を調査検討 し ，
そ の 結果を報告書 として 1904（明治37）年 8 月 ， 官報6338号で 発表 した 。 そ の 中で の 「考案画」
の項に ， 「（甲）図案 （乙）作画」 が と り上 げられ て お り， こ の （甲）図案が ， の ち に特に図画
教育 の 中で の 図案教育 を位 置づ ける もの とな っ た。 こ の 報告書を機 に ， 次第 に 図案教育の必要
性が 叫ばれ る よ うに な っ た の で ある 。 パ リ万博を機に ， 産業と教育の 両面で デ ザ イ ン振興の 必
要性が高 まる に つ れ ， 各種講習会の中で デザイ ン教育が と り上 げ られ は じめ る 。
　例えば 1905（明治38）年 11月 よ り開講された 東京府教育会主催の 図案講習会が ある。内容 は ，
工 業補習学校普通科教員講 習会 に お ける 工 業 に 関する 図案の講話で あ っ たが ， こ の 時講師に依
嘱され た のが ， 東京高等工 業学校附属工 業教員 養成所工 業図案科第 1期卒業生 の 小室信蔵
（1870＜ 明治 3＞ 〜 1922＜大正 11＞ ）で ある 。 当時小室 は母校工業図案科の 助教授で あ っ た。
　小室はの ち に 単行本 と し て は 日本で は じ め て の デ ザ イ ン 指導書『一般図按法』 （明治42 丸善
株式会社） を著 わ し ， そ の の ちデ ン マ ン ・ロ ス （Denman 　 Waldo 　RQss ， 1853〜1935）の A　Th −
eory （ofPure 　l）esign （Boston　and 　New 　York， 1907）， ジ ェ ーム ス ・ ウ ォ ー ド （James　Ward ，
1851〜1924）の Colour　Harmony 　and 　Contrast （London ， 1903） を訳出するな ど， 海外デザイ ン
一37一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
文献 の 導入 と紹介に も積極的 で あ っ た 。 著作点数の 多 さも当時の デ ザ イ ン 教育者 と し て は希有の
もの で ， これ は小室の デザ イ ン 教育 ， 啓蒙に 対する類 まれ な情熱 を示す もの と い えよ う 。
　工 業補習学校普通科教員講習会は ， 1906 （明治39）年 に も再び教育会 の委嘱 に より開講 され
て い るが ， こ の 2度目の講習会 のた め に小室が準備 したデザイ ン指導用の テキ ス トが ， 「図案法
講義」 と思わ れ る 。 緒論に ， 「二 三 種の 西洋種を種 と して な る べ くは 日本の例 を も っ て順次説明
しよ うと思ふ 」 とあるが ， 基本的に は ジ ャ ク ソ ン （Frank　George　Jackson）の Lessons　 on
Decorative　Design （London ， 1888） を底本 として い る 。
　 こ の 「図案法講義」 の第 6章 に配色法が と りあげられて い るが ， ジ ャ ク ソ ン の 原著には色彩
の 項 を欠き ， 「図案法講義」の色彩の 項が い か な る書物に拠 っ たか は明 らか で は な い 。 た だ小室
の
「図案法講義」 が重要なの は，配色法の 項で 18色相か らなる色環が と りあげられて い る こ と ，
お よび調和の 問題 に対 して 色相の組み 合わ せ の み で 調和 を説明 しよ うとす るの で はな く， 今で
い う トー ン の概念 ， さ らに面積に つ い て言及 して い る点で ある 。 少 し解説が長 くな るか ， 以下
に 内容の一部を紹介し て み る。
　概 して い えば ， 「図案法講義」以 前の 日本 に おける色彩理論 は ， フ ィ ール ドやシ ェ ブ ル ール を
超 える こ と はなか っ た。また フ ／・一ル ドの 混色原理か ら成 り立 っ て い る色環 中の 3原色 ， 2次
色 ， 副 2次色 ， 色で い えば赤 ・黄 ・青 ・柑色 ・緑 ・紫 ・柑赤 ・柑黄 ・緑黄 ・緑青 ・紫青 ・紫赤
の 12色相 をもっ て 色相区分の手段 とする考 え方は捨て さ られて きた 。 色環上 の代表色 を も っ て
色相区分の基準 とす る考え方 は ， 小室の 「図案法講義」 に よ っ て は じめ て定着 した とい っ て も
よ い （図一 2 ）。 ただ小室の色環は ， 3原色 として の赤 ・ 黄 ・ 青 とその 中間色相の 6色相か ら出
発 し ， こ の 6色相の 両側 に 近縁の 2色相ずつ を配す る と い う， 他 に類例 をみ な い 18色相構成か
らなる 。
図 2　小室信蔵
　 　 「図案 法講義」
　 　 明治 39
　　 に お け る色環
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 緒方 ：日本近代色彩 学史ノート
　面積問題が と りあげられた調和の 項 をみ て み よう。小室 は調和 をく同種色の調和〉 ， ＜異種
色の 調和〉お よびく面積の 調和〉 の 3種 に 分 けて い る 。
　 まず〈同種色の調和〉の場合で あるが ， こ こにはム ーン ・ス ペ ン サーの 調和理論 13） に い う同
一色相 と類似色相の調和が含 まれて い る。
　同一色相で調和 を とるた め小室が提唱 して い る の が ， 暗濃度 ・全濃度 ・半濃度 ・明濃度 とい
う， 同一色相内で の 4段階の変化で ある。 こ こ で全濃度が絵具の純色に当り， 暗濃度が純色プ
ラ ス黒 ， つ ま り トーン呼称の シ ェ ード （shade ）群， 半濃度と明濃度が純色 プ ラ ス 白， つ ま りテ
ィ ン ト（tint）群 に相当する 。 半濃度は明濃度との 中間程度で あるか ら， トーン呼称 で はブ ライ
ト （bright）か らライ ト （light）あた り とい うこ とに な ろ う。 同一色相の調和は ， この 4段階の
濃度 を組み 合わ せ て 配合す れ ばよ い と す る 。
　同種色の 中に は類似色の 概念 も含まれ てお り， 小室の 色相環 で例え ば青 を基本色 とすれば ，
類似色の範 囲は左 は青緑色 ， 右 は青紫色 つ ま り左右 の 2 色相ず つ を類似色 の範囲として い る 。
類似色で 調和 をとる場合は ， 類似色 の範 囲で で きるだけ離れた位置の 色 をと る と ともに ， 原則
と して は先述の濃度は等し い こ とが望 ま し い と述 べ て い る 。 た だ濃度が異な る場合もあ り得る
が ，その 時は面積 に よ っ て 調整 しなければな らない とする。
〈異種色の 調和〉 とは ， い うまで もな く対比色の 調和 を指す 。 色環上に相対す る 2色 が対比色
の組み合わせ とな る こ とは い うまで もな い が ， 3色で対比 効果を求め る には ， 色環上相対す る
色の 一方 を 2色に分割す る とい う ， 色相の トリア ー ド （triad）配色の 考え方 も示さ れ て い る 。
例 えば青紫色 に対 しては橙黄色が色環上相対す る色 とな るが ， こ の橙黄 にか えて左右に 3番目
ずつ の 赤橙色 と黄緑色を選ぶ の で ある 。 これ は 18色相の 色相環を 3等分する 3色相の 選択 ， っ
ま り トリアー ド配色 となる 。
〈面積の 調和〉で は ， 次の ような考え方が述 べ られて い る 。 すなわち
　　　前述 べ た の は皆両方の色 とも同じ面積で ある として の事で あるが 両方 とも濃度が異 っ て
　　居る と従 っ て 其面積 を異 らせ なけれ ば調和せ な い もの で ある 。 それ で は如何な る関係か と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶
　　い へ ば，
　　　濃度 と面積 とは互 に 反比 して 増減す と い ふ 原則 を遵奉すればよ い 。
　濃度に対する量的判定基準は明確 で はな い が ， 全濃度を 1 とす れ ば ， 暗濃度 と半濃度が ％，
明濃度は％ とい う関係 がく 同種色の 調和〉の文面に は含 まれて い る。 こ の よ うな論の 進め方は ，
ム ー ン ・ス ペ ン サ ーの調和理論ほ ど公式化 ， 定量化を めざ した もの で はな い に せ よ ， 考 え方の
展開 に は一脈通 じる と こ ろ が あ り， 当時の 日本 に お ける色彩教育の水準を考える と ， 配色に 関
して極めて現実的な指針を与え る色彩論 として高 く評価 して よ い 。
　 またテザイ ン 指導書中の 1項 目に 色彩 を置 くこ とは ， 「図案法講義」以 降一般的 とな っ た 14）。
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　　山田香雨 （周平）編　　『色彩一斑 』　 明治 40　片 山富文館
色彩標本カードに ， 56ペ ージよりな る色彩解説書 を添 えた もの 。 解説内容 は 科学的色彩学 と
して比較 的ま とまっ て お り， ル ードの Modem 　Chromaticsの抄訳 と思われる 。 箱入 り。
　　矢野道也　　『色彩学』　 明治40　博文館
　技術者に よ っ て著わ され た， 日本初の 画期的色彩科学 の 文献。 序に ， 主 として イギ リス の 色彩
科学文献 を中心 に 10冊 の参考図書が あげられ て い るが ， 上 記
『色彩一斑 』 と同じ く， ル ー ドの
Modem 　Chromatics　一 参考図書で の表題 は Co　lo％r とな っ て い るが ， 内容は同 じ一 が参考
の 中心 に 置か れ ， 『色彩論」 の 目次も ， Modem 　Chromaticsに 準 じた もの とな っ て い る 。
　ル ードの Modern　Chromaticsは英語版初版発刊の 翌年の 1880年 ドイ ツ語版 ， 1881年 フ ラ ン ス
版 ， 1902年英語版再版 とい うよ うに ， 欧米一円に巾広 く受 け入れ られた名著で あ っ た 。 ル ード
は物理学者で あ りな か ら色彩の 科学的記述 に 片寄 らず芸術家に と っ て もな じみや す い 記述 を心
掛 けた こ とが ， ロ ン グ ・セ ラーとな っ た一因で あろ う。
　 19世紀の近代色彩科学の 発展 に触発され て ， 特に印象派 を中心 に ， 絵画に お ける色彩研究が
著 し く進展 し た こ とは よ く知 られ て い る 。 後期印象派 の 画家ス ーラ ー （George　Seurat，
1859〜1891）はさらに色彩研究を押し進め ， 色の配合を科学的 に組織化す る こ とか ら点描の 技
法 へ と移 り， シニ ャ ッ ク （Paul　Signac，　1863−・1935） と とも に 点描派 と呼ばれて い る 。 その ス
ーラーが色彩研究の ため に愛読 した色彩書の 1 つ が ， フ ラ ン ス語版 Modern　 Chromaticsの ，
伽 瘤 scientzliqtte　des‘oπ〜顔 駕 （Paris， 1881）で あ っ た （図 一 3）。 内容はヤ ン グ （Thomas








に お け る補色対 の 図
同 フ ラ ン ス 語版
“
％ o瑠 scienttti4” e　des　oo 醜 ％が ’
、Paris，188L
に お け る補色対の 図
ス ーラーは ， こ の 図 を書 写 し て い る。
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Young，1773〜1829）， ヘ ル ム ホ ル ツ （Hermann 　von 　Helmholtz，1821〜 1894）や マ ッ クス ウ ェ
ル （James　Clark　Maxwell ，　1831−v1879 ）らの色彩研究は も とよ り ，　 Modem 　Chromon
’
cs 初版
発刊前年 の 1878年 に発表 されたヘ リン グ （Ewald　Hering， 1834〜1918）の 4 色覚説 まで が巻末
に最近 の 色彩情報 として 紹介され て い る 。
　Modern　Chromaticsは発刊の翌年の 1880 （明治13）年 ， 早 くも東京教育博物館 （科学博物館の
前身）に よ り購求 されて い た 。 こ の時期 ， まだ日本の物理学は発 展の基礎段階に あ る。1877（明
治 10）年東京大学誕生 と と もに物理学及星学科が 置か れ て い た も の の ， 実利的な面 に科学の 実
績をあげね ばな らなか っ た 当時の 状況 の もとで は ， 色彩を と りあげ ， 研究の 対象とす る余力は
まだなか っ た もの と考 えられ よう。
　ともあれ Modem 　Chromatics発刊の 4 半世紀後に 発表 され た矢野 の 『色彩学』 は ， 眼球の 生
理学的構造 ， 機能 と色彩との関連を視野 に入れ て い る こ と 1 つ を と っ て も ， 画期的な色彩文献
とな っ て い る。 日本版 Modem 　Chromaticsと もい える好著で ある。
　　永井彦岳　 「図案法要義」　 雑誌 『技芸の 友』 第26号　明治38年 10月〜第35号　明治41年
　　　 8 月　国工社
　 『技芸 の友 』 は ， 先述の雑誌 『図按 』 の廃刊 （1906〈明治36＞年）の 前年刊行 された明治期
の 数少な い デザ イ ン雑誌で ， 1909 （明治42）年11月， 第50号まで続刊され た 。 永井彦岳は ， 東
京高等工 業学校附属工 業教員養成所工 業図案科第 3 期の 卒業生永井源治で ， 図案法要義は 『技
芸の 友』 第26号か らの 連載で あ る。 こ の 「図案法要義J 中の第 2章に ， 〈配色論〉 （『技芸の友 』
第 30号 　1908＜明治41＞年 3 月〜第 33号 　同年 6月）が掲載 され て い る 。
　永井の く配色論〉は全約20ペ ージ弱 ， 赤 ・黄 ・青 3原色 とそ の 混合に よる 2次色 ， 3次色 ，
色の対比 の問題 ， 同類色 と反対色の配合 な ど， 従前の 色彩論 と変わ る と ζろ は少 ない 。 ただ最
後 に ，
“
色の 特別 なる感触 と日本人の 嗜好色
”
と して ， 僅か なが ら色の 嗜好まで色彩の 範囲を広
げて論を展開して い る点が 目新し く感 ぜ られ る 。
　　武田五 一　 「色の 命名に つ い て 」　 雑誌 『京都図案 』 第 3 巻第 6 号　明治41年 7月　京都
　　　図案会 出版部
　1902 （明治35）年に創立 された京都高等工芸学校 （現京都工芸繊維大学）図案科教授武 田五一
が ， 欧州留学の 知見 を もと に 著わ した色彩論 。 命名法 と して は ， 鉱物学者 ウ ェ ル ナー（Abraham
Gottlob　Werner，1750〜1817）が鉱物分類のため に著わした Nomenclatare　of 　Colours（Edinburgh，
1814）や ア メ リカの博物学者 リッ ヂウ ェ ー （Robert　Ridgway ， 1850〜1929）の Color　Standards
and 　Color　Nomenclature（Washington ，　D．C ，1912）な どを紹介 し ， 和名分類法 との 比較 を述 べ
て い る 。 こ こ で武田 は ， 欧米の 分類 が色名 と こ れ を修飾す るテ ィ ン ト， シ ェ
ー ドの考 え方を基
本 とす る こ とを指摘 し ， 命名の 基本方針 と し て ， 1）色名は な る べ く従来の 慣用語を使用す る
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こ と 。 2）色名は な るべ く数 を少な くし ， 濃淡の 形容詞 に よ っ て 区別 する こ と，を提案 して い
る 。 こ の ほ か 色の再現に は ， 色紙 に よ る回転混色法をすす めて お り ， こ の 点に つ い て は後述の
「色彩に就 い て 」 （大正 2 ）に お い て ， 具体例 が示 され る こ とにな る 。 なお 「色の命名に つ い て 」
に は純色 ・明色 ・暗色グル ープ 90色 ， 鈍色グ ル ープ 36色 ， 灰色グル ープ 10色 の色見本が、附録
と し て 添付 され て い る 。
帆足生　 「色彩観」 （一）， （＝〉　 雑誌 『京都図案』 第 3 巻 9 号　明治41年 10月　京都図案会
　出版部
　　田口米作 （桜川）著　神東惇校訂　 『色彩新論 』　 明治43 東洋堂
　田口米作（1864〈元治元〉〜1903＜明治 36＞） は小林清親 （1847＜弘化 4＞ 〜1915＜大正 4＞）
門下の 画家で ， 滑稽画， 風刺画 を得意 と した 。 『色彩新論』 は田口 の 遺稿であ り， こ れ を神東惇
が増補訂正 ， 出版 した もの で あ る 。 序に
　　　絵 画建 築 を初 め 百 般 の 美術 工 芸 の 巧拙 を索む る に先づ色彩 の調和不調和 を以て 直に 眼
　　巨に感 じ其全体を相目すべ し ， 明快に し て 喜ぶ べ き も陰鬱に して悲 しむ べ き高雅な る も卑
　　俗 なる も総て色彩の 配置に あ り。
と して ， 紅 ・黄・藍の 3原色 とその混合 に より生 まれた色の 配合の 問題 とともに ， 絵画 ， 器物 ，
模様， 衣服 ， 建築 ， 室内か ら庭園， 社会 に い た る広範な配色の 問題 が と りあげられて い る 。
　明治期の 色彩文献は ， 田口 の 『色彩新論』 の ほ か ， 科学性 の高い 矢野の 『色彩学』 ， こ の の ち
登場する色彩実習書 ， 白浜徴 （1865〈慶応元〉〜1929＜ 昭和 4＞）の 『色彩の練習 』 を数え る
程度で あ り， 田 口 の 『色彩新論』 は ， 明治末期の 数少 ない 色彩論単行本の 1 冊 と な っ て い る 。
　　文部省　　『新定画帖』　 明治43　日本書籍株式会社
　1907 （明治40）年の 「小学校令」 改定に伴な い ， 普通教育の た め の 図画教科書 『新定画帖 』
が出現す る。 『新定画帖 』 成立の 背景 は ， 山形寛の 『日本美術教育史 』 （昭和 42　黎明書房）に詳
し い の で 引用 し て み よう 。
　　　新定画帖は ， 正木直彦 ， 上原六 四郎 ， 小 山正 太郎， 白浜徴， 阿部七 五 三 吉の 五名に よ っ
　　て 編纂され た もの で あ るが ， こ の中阿部 を除 く四名は ， さ き の 図画調査委員会の 委員で あ
　　っ た か ら ， こ の 新定画帖 は ， 同調査会の 結論が反映 して い る こ と は勿論で あるが ，あの 結
　　論を出 して か ら既に 数年 を経て い る の で ある か ら ， 更 に考えが 進歩し て お り ， また こ の 間
　　に 白浜は海外視察 に もい っ て い る の で ， その新知識も大 い に役立 っ た こ とと思 う（306ペ ー
　　ジ）。
　東京美術学校出身の 白浜は ， 卒業後母校教授 に 就任 （1901＜明治34＞年）， 翌年図画教育調査
委員会委員， 1904〈明治37＞年か ら1907〈明治40＞年 まで米英仏独 に留学， 図画教育 の 権威 と
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して そ の 後の 日本の 美術教育 に 大 きな影 響 を与 えた 。 『新定画帖』 は，フ ロ ーリ ッ ヒ （HugO
B ．　Froehlich
，
1862〜1925） とス ノ ー （Bolmie　E ．Snow ， ？〜1925）に よ るアメ リカ の 美術教科
書 Text　BookS　of 、Art　Education（The　Prang　Educational　Company ，　1904）を底本 と した も
の とい われるが，色彩の項 はよ くその関連 をうかがわせ る。明治初年 の 『色図 』 同様，色彩教
育の 原典がふ たたびアメ リカ に 求め られた こ とは興味深 い 。 白浜 の留学の 成果で あろ う。 ただ
白浜の渡米は 1904 （明治37）年で あ り， アメ リカ にお け る色彩教育に影響力を持 っ た マ ン セ ル
の Color　Notation発刊は ， 白浜渡米翌年 の 1905年で ある 。 日本に お い て ， 特に 普通教育へ の マ
ン セ ル シ ス テム 導入が み られなか っ た の は ， 案外 こ の 辺 に 理由が ある の か も知れ な い 。 フ ロ ー
リ ッ ヒ とス ノーの色彩に対する考え方は ， 「新定画帖』の の ち も永 く日本の色彩教育に と りあげ
られ る と こ ろ とな っ て い る の で ある 。 ち なみ に 2 人 は の ち に ， The　 Theo？p，　 and 　 Practice　 Of
Color（The 　Prang　Company ， 1918） とい う色彩書を出版 して い るが ， そ の 色彩シ ステム に は マ
ン セ ル と とも に ア メ リカ色彩教育界を 2分 したデ ン マ ン ・ロ ス の 色彩理論の 影響がみ られる 。
　　白浜徴　　『図画教授之理 論及実際』　 明治44　大日本図書株式会社
　図画教育の 手引書 としては ， 白浜 はすで に 1904 （明治 37）年 ， 同 じく大 日本図書 よ り 『文部
省講習会図画教授法 』 を出版 して い る 。 こ の中の色彩の項 は 7 ペ ージ に過 ぎな い が ， 色の 調和
に つ い て イ ギ リ ス の フ ィ ー ル ド を は じ め と し て オ ー エ ン 。ジ ョ ー ン ズ （Owen　Jones，
1809〜 1874）や バ ース ト （George　Henry　Hurst）の 理 論が紹介され て い た 。 『図画教授之理 論
及実際』で は色彩の 項は さ らに広が り， 第 6節で 19項139ペ ージにわ た っ て色彩が と りあげられ
て い る 。 内容 は色彩 に つ い て の物理学，生理学，心理学的解説 ， 眼球 の 構造 ， 色盲の 問題 か ら
色彩調和の 原理 ， 配色法に お よび ， 特に 第 9項のく色 の 要素 と用語〉 で ， 色 の 3属性 として の
色相 ・彩度 ・明度が ， 「色相」 ・「純否 」 ・「鮮明度 」 として 述 べ られて い た 。
　色の 実際的分類 に は ， 色相分類の た め の色環以外に は ， 「正色 に白を加 え て生 じた淡調 の各色
を明色 ， 正 色に 黒 を加 えた暗調 の各色を暗色 と い う」 と し て ， 伝統的なテ ィ ン ト， シ ェ ード と
い う分類法 に拠 っ て い る 。 図画教育 の 大御所 白浜が ， フ ロ ーリ ッ ヒ とス ノーの 影響で あろ うが
こ の よう に テ ィ ン ト ・ シ ェ
ー ドを色彩分類の手法 とした こ とは ， こ の シ ス テ ム が 1 つ の権威 と
な っ て ， マ ン セ ル シ ス テ ム の 導入を一面で は 疎外 して き た と もい え る の で は な か ろ うか 。
　　白浜徴　　『色彩の練 習　甲種　乙種 』　 明治44　大日本図書株式会社
　 『図画教授之 理 論及実際』 の 2 ヵ 月後発刊 され た白浜の 色彩実習指導書。 甲は 中等教育用 ，
乙は初等教育用 で ある 。 凡例 に 「甲種 は正 色 ， 明色 ， 暗色及び淡暗色 の 四調 に 分ち，その色彩
の数 を四十八種 とな し ， 説明を加 へ て色彩に関す る概念を与 へ ， 然る後配色の 練習に 及ぼせ り」
とあ るよ うに ， こ こ で も矢張 り， テ ィ ン ト・シ ェ ー ド法が色彩分類の基準とされ て い る 。 乙 は
初等教育向けの ため色 数 は 18種 と少な い が ， 「教授上 の 都合に よ り中等程度 に於 て乙種 を採用
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す る も ， 素よ り差支 なか る べ し」 とあり， 当時の色彩教育 の水準 をうか が わせ て い る 。 解説は
48ペ ージ程度の簡易な もの で ある 。
　ただ ， 配色実習の 便 を計るた め図の よ うな 12色相48色の色彩表が用意 されて お り， こ れ と図
の よ うな窓の ある回転円板 を組 み合わせ るこ とに よ っ て ， 2色か ら 4色の ま とま っ た配色を選
ぶ こ とが で き る 工 夫が な さ れ て い る （図一 4 ）。 配色選択法の ユ ニ ーク さ とと もに ， 日本初 の 色
彩実習指導書 とい える 。 『図画教授之理論及実際』の色彩指導を， 実習面か ら補完す る出版物で
あろ う。
表 　　杉 　　色 形 　　 韓 　　 廻
図一4
　　菅原教造　「色の 配合の 話」　 『心理学通俗講話」 第 4 輯　明治44　同文館
　フ ェ ヒネ ル （Gustav　Theodor 　Fechner， 1801〜1887）に は じまる実験心 理学の 方法を紹介 し ，
心理学的手法 に よる 2 色の組 み合わせ の好悪度判定 ， ある い は配色 と形式美な どに触れて い る。
心理学か ら み た色彩学 と して は初期の もの 。
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緒 方 ： 日本近代色彩学史 ノ ート
大正 期の 色彩文 献
大正 期に お ける色彩文献の 出現は ， 大正初期，中期 ， 後期の お よ そ 3期 にま とまっ て い る 。
　　武田五 一　 「色彩 に就い て 」　 雑誌 「建築雑誌』 第314号　大正 2年 2 月〜第315号　大正
　　　 2年 3 月 建築学会 15）
　これは建築学会に お い て武田 が行な っ た講話 を採録 した もの で ， 戦後に刊行 され た 『武田五
一博士論文選集　下　建築小論集』 （昭和21 高桐書院）に 92ペ ージ に わ た っ て再編 されて い る 。
内容 に は ドイツの ベ ゾル ト （Wilhelm 　von 　Bezold ， 1837
〜1907）の ほ か ，イギ リス の 建築家ベ
ン ソ ン （William　Benson）， あ るい は同 じ くイギ リス の色彩学者チ ャ ーチ （E．　Church）の 色彩
体系が紹介されて お り， 回転円板計に よる混色法 に つ い て も， 約500色の色名 とその再現デ
ータ
ー （黒 ・白 ・ 赤 ・ 橙 ・黄 ・緑 ・ 青の 色円板混色に よ る 。 これ らの色円板に は ， それ ぞ れ主波長
の 定 まっ た ミル トン ブラ ッ トレ ー社の 色紙が用 い られ た）が
一覧表 として掲げられて い る。 欧
米の 色彩呼称が実際に ど の ような色 として再現 されるかが確認で きる とい う意味か らも， 興味
深 い データーとな っ て い る 。
　講演 に は ， い くつ か の写真や図版が用意され て い た ようで ， 「色彩に 就 い て 」に は電動混色器
の ほか ， 珍し い マ ン セ ル 色彩球 （マ ン セ ル の 球形色立体）の 写真 も載録 されて い る 。 日本の 色
彩関係文献で マ ンセ ル の名が登場する のは ， 武田 の
「色彩 に つ い て 」 が は じめ て と思われ る 。
　武田 は 「図案学研究」 のた め ヨーロ ッ パ に 留学の 経験が あ っ た 。 「色彩 に 就い て 」 を発表した
当時は ， 京都 高等工 芸学校 図案科主任教授 と して ， デザイン教育の 現場で直接的に色彩指
導を行 な っ て い た か ら， 「色彩に 就い て 」 の宋尾 に述 べ られ て い る 自然物 （蝶）を用 い た配色分
解 とその応用法な どは ， 武田 の色彩指導法を示す 1例 として興味深い 。
　　小室信蔵　 「最新図案法 」， 「配色法 J　 雑誌 『現代の 図案 』 第 1号　大正 3年 3 月〜
　い ずれ も ， 大正期の デザ イン雑誌の 主流で あ っ た 『現代の 図案s （の ち に
『現代之図案工 芸 』，
「図案 と工 芸 』 に 改題）創刊号か ら連載が は じま っ て い るが ， 資料 を欠 くた め ， い つ 頃まで連
載が 継続 された か は不明 。 ただ 「最新図案法」 は， ハ
ーバ ー ド大学教授デ ン マ ン ・ ロ ス の A
Theory　Of、Pbere　Design （Boston　and 　NewYork ， 1907）の 抄訳で ， こ の著書の 中に は ， の ち に
ア メ リカ美術教育界 に お け る色彩教育を マ ン セ ル とと もに 2分する ロ ス の 色彩理論が 含まれ て
い る 。
　ただ 小室 は ， す で に ATheo2y 　Of　Rvere　Designを 『稿本　図案学精義s として ， 1913 （大
正 3）年 6月訳 出印行 して い る 。 小室信蔵が講師 をつ とめ た ， 愛知郡教育協会主催 のデサ イン
教育講習会の た め に準備された もの で ある 。
　「配色法」は先述の イギリス の 美術教育家ジェ ーム ス ・ ウォ ードの Coloerr　Harmony 　and 　Contrast
一45一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
の抄訳 で，の ちに小室に よ り単行本『実用配色法 J （大正 7 ）と して 深田 図案研究所か ら出版 さ
れ て い る 。 概要は 『実用配色法 』 の項で述べ よ う。
　小室信蔵　　『稿本図案学精義』　 大正 3　図案研究会
デ ン マ ン ・ ロ ス の色彩体系を含む 。
　　小川政修　　
「ゲ エ テ の 色彩学」　 雑誌 『科学 と文芸 』 第 2巻 1号　大正 5年 1月〜第 2巻
　　　 2号　大正 5年 2 月　交響社
　僅か なが ら 6原色よ りなるゲーテ の 色環を は じめ とす る 図版類 も載せ られ て お り， 1810年 に
色彩球 （Farbenkugel 。 初期の色立体 として は最 もよ く整理 され て い た）を考案 した ドイツ ロ マ
ン派の 画家オ ッ トー ・ル ンゲ （Phillip　Otto　Runge， 1777〜1810）とゲーテの交遊に も触れ るな
ど ， 巾広 くか つ 適切 なゲ ーテ 色彩論の 紹介が な され て い る 。
　　結城隆正 　 「ゲ エ テ の 色彩学一斑 」　　『美術の 日本 』　 大正 5　審美書院
　タイ トル の 通 ら， ゲーテ色彩論の 抄録紹介で あるが ， 小川政修の 「ゲ エ テの色彩学」 の や き
な お しの 感が ある 。
竹内治郎， 上島登 　 『色彩 を主 とせ る新定画帖教授の注意』　 大正 5
　　霜田静志　 「マ ン セ ル色彩組織に つ い て 一色彩教授の 革新」 上　雑誌 『図画研究』 6巻 1
　　　号　大正 6年 8 月　　 ・
　　霜田静志　
「マ ン セ ル 色彩組織に つ い て 一色彩教授の革新」 下　雑誌 『図画研究』 6巻 2
　　　号　大正 6年 9 月
　　霜 田静志　 「再び マ ン セ ル 氏色組織に つ い て 」　 雑誌 『図画研究』 6巻 9号　大正 7年 4
　　　月
　　霜田静志　 「余色にお い て 」　 雑誌 「図画研究』 6巻11号　大正 7 年 6 月
　日本に お け る詳細 な マ ン セ ル 紹介の 嘴矢とし て 貴重 な記事。 霜田静志 （利平）（1890＜明治23＞
〜 1973＜昭和48＞ ＞は 「図画手工統合論 」 で 有名 な美術教育家で ， ア メ リカ の美術教育家ダウ
（Arthur　Wesley　Dow ，　1857〜 1922）の Theory　and 　Practice　of 　Teaching　Art （New 　York ，
1908） を 日本に紹介す るな ど ， ア メ リカ に お ける美術教育に も精通 し て い た。
　　小室信蔵　　『実用配色法』　 大正 7　深田図案研究所
先述の ご と く， ウ ォー ドの Colour　Hameony 　and 　Contrastの 版権を小室が取得 ， 翻訳 した
もの で ， 海外色彩文献 の完訳単行本 として 珍しい 。 原本 は色環の 3原色 に光の 3原色で ある赤 ・
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　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 緒方 ：日本近代色彩 学 史 ノート
緑 ・ 青を と り入 れ るな ど ， 科学的知識 も適宜導入 され た内容とな っ て い るが ， 色彩の体系づ け
に は矢張 りテ ィ ン トと シ ェ ー ドの概念をもっ て対処す るな どの古 めか しさ もある 。 た だ色彩指
導書 とし て美 しい カ ラ ー図版が 多 く挿入 され ， 文章の みや モ ノ ク ロ 図版 のみ の味気 な さは一掃
されて い る。 邦訳の 『実用配色法』 に もカ ラ ー図版 は受け つ がれ てお り， 大正 書中期の貴重な
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小 室信蔵
「実用 配 色法 』
大 正 7　 深 田図 案 研究所
に お け る色環
　　浜八百彦　　『色の 研究』　 大正 7　丸善株式会社
　全 643ペ
ージ ー
， 戦前 に 出版 され た色彩科学文献 とし て は最 も広範か つ 詳細 に 欧米色彩学の 知
識が網羅 され た貴重 な文献 。 出版 は 1918 （大正 7）年で あるが ， 当時色彩科学の 最先端 に あ っ
たイギ リス の ア ブネ イ （William　de　Wiveleslie　Abney，1843〜 1920）の著作 ，　 Rescarches　in
Colour　 y  oη and 　the　 Tn
’
chromtztic 　 Theo7y（London，1913） も参照 され て お り， それ以 前
の ル ー ドや ベ ゾル ド， マ ッ ク ス ウ ェ ル ， ヘ ル ム ホ ル ツ ， さ らに は心理学 の分野 にお け るヴ ン ト
（Wilhelm 　Max 　Wundt ， 1832〜 1920）をは じめ とす る実験 心理学派の色彩に対する考察 もと り
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込 まれて い る 。 反面， 海外科学文献に 比 重 を置い た た めか ， マ ン セ ル に つ い て は言及 され て お
らず， またオ ス トワ ル ド （Wilhelm　Ostwald， 1853〜 1932）の表色系 は 1916年に 発表され たた め
か触れ られ て い な い 。
　　宮本幸恵　 『彩色の研究 と其取扱法』　 大正15　大同館書店
　美学出身者 らし く，従来の 実用的ある い は科学的色彩の考察に加 えて ， 哲学的立場で 色 を論
じて い る点 （第 7章 色の 哲学）に 特徴が み られ る。 た だ第 8 章以下 に述べ られて い る色 の組
織的取扱い 法は ， 先述の フ V 一 リッ ヒ とス ノ ーに よる The　7勉 0η and 　Practice　of　CO　lorに
全面的に依拠 して い る。 色刷 り図版な どは殆 ど同じ ものが 用 い られて い る （図
一 6 ）。 序文は 白
浜徴が記 し て お り， 色彩体系を フ ロ
ー リ ッ ヒ と ス ノ ーに よ っ た の は ， 白浜の 示唆に よる もの で
あろ うか 。
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　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　 緒方 ：日本近代色彩 学 史 ノート
　　池田元太郎　　『色彩常識 』　 大正15　丸善株式会社
色彩科学 を平易に解 い た好著 。 単行本 と して マ ン セ ル 表色系の一部を解説に と り入 れ た の は
こ の 書が は じめて と思われ る 。 ただ 断片的で あ りマ ン セ ル 表色系の 全容 を明確 に示すに はい た
っ て い な い 。
　またオス トワ ル ドの 表色系に つ い て は ， 「オ ス トワ ル ド氏の 色彩三 角説」とし て 簡潔なが ら と
りあげられて い る 。 オ ス トワ ル ド色彩学の 紹介に お い て も， 先鞭 をつ けた もの とい えよう。
　　宮下孝雄　 『色彩の 知識 』　 大正 15 太陽堂
　東京高等工 業学校工 業図案科の 出身者 ら し く， デザ イナー として の 観点に 色彩科学の 知識を
加味した色彩解説 書。 宮下 は海外留学 に際 して は色彩科学 の メ ッ カ ， イギ リス の 各種色彩研究
所 ， ア メ リカ の マ ン セ ル 研究所 ， ハ ーバ ード大学教授 デン マ ン ・ ロ ス 等を歴訪 してお り， 当時
の色彩学の先端知識を， 随所 に ち りばめ て ある 。 た だ宮下が最 も傾倒 した の はオ ス トワ ル ドの
色彩学で あ っ た 。
昭和期の 色彩文献
　昭和期の 色彩文献に 関 し て は ， 紙幅の 関係上 解説は 最少限 に と どめる こ と とす る。
　　浜八百彦　 『色彩概論』　 昭和 3　 丸善株式会社
　大部な 『色の 研究』 の 簡易版 。 そ の 関係で 『色の研究 』 以降の色彩 に関す る新 しい 知見の 記
述 は少な い 。
　　和田三 造　　『色名総鑑』　 昭和 6　 春秋社
　顔料で 塗 られ た 160種 の 色 に対 し ， 和名 の ほか ， リ ッ ジ ウ ェ イ の 色名 ， Textile　Color　Card
Association　M 　Slantlard　Co　lor　Card　of 　America （New 　York ， 1915）に よ る色名， 実験心理
学者 ヴン トに よる ス ペ ク トル 紙名な どの洋名 ， さ らに はオ ス トワ ル ドの 表色 記号 な ど ， 多角
的な色名お よび色彩表示 を付 した色見本帳 。 180ペ ージ以上 の 色名解説書が つ く。
　昭和 10年版に は ， 171色の増訂版 として博美社よ り再版 され て い る 。
　　矢野道也　 「色彩 の標準化に つ い て 」　雑誌 『帝国工 芸 』 第 6 巻第 9号　昭和 7年 9月 〜 第
　　　 6巻第11号　同年 11月　 帝国工 芸会
　オ ス トワ ル ドシ ス テ ム に も とつ く色の 標準化 を提言する もので ， また オ ス トワ ル ド色彩学の，
ある程度詳細 な紹介 とな っ て い る。 なお 雑誌 『帝国工 芸 』 は ， 大正 期の 『図案 と工 芸 』 に続 く
デザイ ン 雑誌。
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　木口銕三 　 『基準色 』 第 1輯 ， 第 2輯 　昭和 7　東天舎
基本 45色相 ×51色 ＋無彩色12色 ， 計2，307色の染色キ レ 地 よ りなる色見本帳 。 折 り本仕立て 。
　　木間良助　 『裁縫手芸 に関す る　色彩指導法』　 昭和 7　厚生閣書店
単に知識 と して色彩を伝 える の で はな く， 直感力 と創造力の育成を色彩指導の 目的 と して 著
され た 内容か らなる 。
　和田 三 造編　　『配色総鑑』 1〜 6　昭和 8〜 9　博美社
先の 『色名総鑑 』 の 色票 を も とに ， 配色見本帳に再編した もの 。 折 り本仕立 て 。
　　折目倭文夫編　　『色名辞典 』　 昭和 10　不 二 屋商会
　それぞれ 9段階に濃度の 変化す る赤 ・青 ・黄 3色の 円形 セ ロ ハ ン を重ねて ， 1つ の 色 を表わ
す方式を と っ て い る 。 当時流行 したチン ト・メ ーター （比色計）に似た 形式を とる 。 セ ロ ハ ン
の濃淡に は淡 の側 か ら順 に 1 か ら 9 の番号が 付け られ ， 円板 を重ね て 現わ れ る色 を ， 青 ・赤 ・
黄の順に それ ぞれの濃度番号を記 し て 表わす 。 例え ばウグイ ス 茶は 151と記され る が ， これ は
青の 濃度番号 4 と 3 の セ ロ ハ ン ， 赤 5 ， 黄 7 と 5 の セ ロ ハ ン計 5枚 を重ね た時に み られ る色 で
ある こ とを示 して い る 。
立花祐雄　 『色彩の心理 』 （生活 と精神の 科学叢書 6）　 昭和 11 東宛書房
　　台北帝国大学文政学部編　「色彩好悪 と色彩記憶一 関係並 に民族的現象 に つ い て一 」
　　 『台北帝国大学文政学部哲学科研究年報』 第 3輯　昭和 11　同部
　心理 学的手法に よ り， 当時日本 の 統治国で あ っ た台湾の 高砂族を中心に ， 色彩好悪の民族性
を調査 した もの 。検査用色票は ， チ ン メ ル マ ン 社製色紙 を用 い て い る 。
小川省吾　 『色混合及色合法 』　 昭和 12　工業図書株式会社
染色科学 よりみ た色彩
　　堂本印象鑑修　　『配色大鑑 』　 昭和 12　盛光社
　色票 に対 して ， 色名 と絵具に よ る 配合割合が記され て い る。例 えば ， そ ら色は コ バ ル トブ リ
ュ
ー 7 ， ホ ワ イ ト 3 。 また色票に よ り， 2色か ら 5色 まで の 配色組み 合わ せ例が示 さ れ て い る 。
富田輝夫　　『通俗色彩講話』　 昭和 12 倉持周治商店出版部
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緒方 ：日本近代色彩学史 ノート
黒木謹質　　『配色テ キ ス ト』　 昭和 13　日本書房
村岡一郎 ， 菊池栄一訳 　 「色彩論 （上）」　 『ゲーテ 全集』 27巻 　昭和 12 改造社
村岡一郎， 菊池栄一訳 　 「色彩論 （中）」　 『ゲーテ全集』 28巻　昭和 13 改造社
村岡一郎， 菊池栄一訳 　 「色彩論 （下）」　 『ゲーテ全集』 28巻 その 2　昭和 13 改造社
菊池栄一　 「ゲーテの色彩学 とその 背景 」　 雑誌 『独逸文学 』 3年 1号　昭和 14年
菊池栄
一　 「盲人の光学に挑む一 ゲ ーテの色彩学」　 雑誌 『科学ペ ン 』 4巻 7号　昭和
　 14年
遠藤教三 　 『色彩教養』　 昭和 14　綜合美術研究所
　文部省　　「エ ノ ホ ン 』　 昭和 16　東京書籍株式会社
戦時下 ， 国防上の 観点か ら示 され た色彩教育の 項を含む 。
中島武太郎　　『色彩理 論大要 と染色』　 昭和 14　丸善株式会社
　　佐藤昌二 　 『色彩学通論』　 昭和17 成武堂
戦前に お ける オ ス ト ワ ル ド色彩論抄訳 と し て は ， 最も詳し い もの 。 とは い え膨大なオ ス トワ
ル ドの 色彩著述 に 比 べ れ ば ， 全 128ペ ージ の 文面で は ， オ ス トワ ル ド色彩学の ほ んの一部の紹介
に 過 ぎな い 。
　 宮下孝雄訳　　『色彩科学 』　 昭和 17　成武堂
リヒ テラ （Leopold　Richtera）の D2
’
e　Farbe　als 　wdSsenshaftliches 　und 磁 ηs’」8露so舷 s　Ptoblem
（『美術家お よ び 工 芸家の た め の 色彩学 』）の訳。
上村六郎 ， 山崎勝 弘　 『日本色名大鑑 亅　 昭和 18　甲鳥書林
　　宮下孝雄　 『迷彩 と偽装』　 昭和 18 成武堂
戦時色 を色濃 く反映した色彩書 。 迷彩や 偽装の ため の 色彩体系は オ ス トワ ル ドを ， 明度に 関
し て の み
一部 マ ン セ ル シ ス テ ム を導入 し て い る 。
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　　原信重　　『色彩教育 と視覚訓練 』　 昭和 19 伊藤文信堂
　戦時下 の色彩教育の 目的， 方法 ， 訓練の 実態 をあ ます と こ ろな く伝 え る貴重な図書 。 皮肉な
こ と に ， 戦前に お い て 色彩が最 も科学的に 扱わ れ た の は ， 迷彩， 偽装 と い う軍事的局面 に お い
て で あ っ た と思わ れ る 。
　　吉城肇蔚訳　　『測色学』　 昭和19　常盤書房
　ア メ リカの色彩学者ハ ーデ ィ ー （Arthur　 Cobb　 Hardy ， 1895〜　　 ）編の Handboole　 Of
Colorimet，　y　 （Cambridge，　Mass．， 1936）の完訳本。こ こ には ， 1920年代か ら色彩 科学の発展に
重要 な貢献 をなしたイギ リス の ライ ト （William　David　Wright）やキ ル ド （J．Guild）の研究 ，
同 じ頃アメ リカで活発 に活動 を続けて い た ア メ リカ光学協会 （Optical　Society　of　Amer 孟ca ）
の測色委員会の研究成果が紹介 されて い る。 これ らの研究 は ， 後 に 国際的表色法 と して 制定 さ
れたCIE （国際照明委員会 ，　 Commission　Internationale　d’1　Eclairage）の XYZ 表色法制
定の基礎をなす もので あ り ， ハ ーデ ィ ーの書は こ の XYZ 表色法 にお け る測色手続を詳細に述
べ た 内容 と な っ て い る 。 戦前に 出版 さ れ た 色 彩文献 の 中で は ， 最 も国際的か つ 最先端の 色 彩科
学が取 り上げ られ てお り， 測色学の基本文献 として今なお通用 する内容で ある 。
　日本 の敗色が濃 くな っ た今次大戦末期に ， 連合国側の ，しか もア メ リカ の 色彩科学文献が完
訳出版され て い た こ とは象徴的で あ る 。
お　 わ　 り　 に
　以上 管見の 範囲を中心 として ， 明治 よ り第 2次世界大戦終結まで の 期間の 色彩文献を ， 書誌
学的 に と りあげて みた。ただ一部に は表題，所収文献名 を教授い ただ き，その 重要性の ゆえに
内容 は未見の まま本論に と りあ げた もの も含まれ て い る 。 また筆者の 研究対象が ， 明治期 に お
ける 日本近代デザ イ ン 史に ある こ ともあ っ て ， 文献の と り上 げ方 と解説の比重が明治期 に 片寄
り， 特に 昭和期 に い さ さか疎漏 をま ぬ が れ ぬ結果 とな っ た の は残念で ある 。
　色彩学 の発展 は芸術や科学の 発展に随伴 し ， それ らは また社会の発展 と不可分の関係に あ る
こ とは い うまで もな い 。 特 に色彩が 日本 に お い て 明治以降の 新し い学問分野 であ り， そ れぞ れ
の 時期 に それ ぞれ の 色彩文献が登場す る社会的背景 に つ い て も， 十分な考察が必 要で あろ う。
識者の ご批判と ご助言を お 願 い した い 。
　なお 本稿作成 に あた り， ゲーテ関係に つ い ては ， 財 団法人東京ゲーテ記念館の 資料お よび ，
潮出版社版 『ゲーテ全集 』 14 （1980）巻末の
「ゲ ーテ の 自然科学文献書誌」 に よ っ た 。 特に東
京ゲーテ記念館で は， 法人理事長粉川忠氏 自か ら資料検索の 助力を い ただ くご厚情に 接した 。
　 また特 に マ ン セ ル 表色系に関して は ， 東京工 芸大学川上元郎教授 よ り提供 い ただい た論文 を
参照 させ て い ただ い た。こ の場 をか りて，両氏 に厚 く御礼申しあげます 。
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緒 方 ： 日本近代色 彩学史 ノ ート
　 注
1 ）　 日本 へ の マ ン セ ル 表色系移 入 の 経緯 に つ い て は ， 日本 に お け る色彩科学の 権威川上 元郎氏 （東京 工 芸大学教授）の
　　「わ が国に お けるマ ン セ ル 表色 系 に 関す る 研究小 史 J （『照明学会雑誌』 第56巻第 3 号　昭和 47年）に 詳 し く，以下 の マ
　　 ン セ ル に 関する 記述 や霜 田静志 に よ る参考文献 は，氏 よ り提供 い た だ い た 上記論文内容 に従 っ た。また そ の あ とが き
　　に ， 「今日の よ う に 定着した マ ン セ ル 表色系も， 実 は 1938年 （昭和13年）5月 に 設置 され た ， 商工 大臣を会長 と す る工
　　業品規格統一調査 会 の 第 2 部第21委員会 の 調査，審議の 対象 に も取 り上げ られ て い る」 とあ り，戦前の一時期 ， マ ン
　　セ ル 表色系 に対し， 集中的な検討が払わ れ よ う と した こ とが あ っ た こ とを うか が わ せ て い る 。
　　　た だ この 委 員 会 に お い て も，表 色系の 主流 は
「
オ ス トワ ル ド式 と x ， y ， z ，式 」 （吉 城肇蔚訳 『測色学 』 訳者序）で
　　あ っ た ら しい D
2 ）　 戦前 の 完訳本 は ， 小室信蔵訳 『実用配色法』 お よ び，吉城肇蔚訳 『測色学』 ぐらい で あろ う。
3）　 比 較的丁 寧 に 紹介 さ れ た の は ， オ ス トワ ル ドの 色 彩 体 系 で あ っ た 。
4）　 拙稿　 「明 治 とデ ザ イ ン 色ー彩教 育 と し て の 『色 図 』一」　 『夙 1［［学院短 期 大学研 究紀要』 第 6 号　昭 和 56年 12月参
　　照
5 ）　 中村亨　　『日本美術教育の 変遷』　 昭和 54　 日本文教出版株式会社　85ペ ージ よ り再 引
6）　 こ の間の 事情 に つ い て は ， 拙稿　 「明 治 とデザ イ ン 東ー京高等 工業学校工 業図案科 を中心 に 一」　　『夙川学院短期
　　大学研究紀要』 第 2号　昭和 53年 6月 ， 「明治 と デザ イ ン 大ー 日本図案協会 と雑誌 『図按』一」　　『夙 川 学院短期大学
　　研究紀要』 第 3号　昭 和53年 12月　 で と りあ げた、
7）　 拙稿　　「明治 とデ ザ イ ン ーウ ィ ンー 万国博覧会か ら全沢区工業学校 の 創設 まで 一」　　 意匠学会会誌 『デザイ ン 理
　　論』 121973 年　参照
8）　 ウ ィ ル ソ ン ・ マ ニ ュ アル に つ い て は，前掲 『夙川 学院短 期大学研究紀要』 第 6号　参照
9）　 前掲 「明 治 とデザ イ ン 東ー京高等工業学校工業図案科を中心 に 一」 お よ び ， 「明治 とデザ イ ン 大ー 日本図案協会 と雑
　　誌 「図按』一」 参照
10）　 ChromtztograPhyの 概要も， 前掲 『夙 1「「学院短期大学研究紀要』 第 6号　で と り上げた。
11） 小室信蔵 と 彼の 一連 の 著作，お よび そ の成立の 背景 に つ い て は ， 拙稿「明 治 とデ ザ イ ン 小ー 室 信蔵の 方 法論一」　『夙
　　川学院短期大学研究紀要』 第 4 号　昭 和54年 6月 ， お よび 「明 治 と デザ イ ン 小ー 室 信蔵 （1 ）一」　 意匠学会会誌 『デ
　　ザ イ ン理 論』 191980 年　参照
12）　 ATheOiy 　Of　P2tre　D 彡s勧 に つ い て は ， 拙稿　 「ア メ リカ 色彩学の 一断面 一デ ン マ ン ・ロ ス の 場合一」　 『夙川
　　学院短 期 大学研 究紀 要 』 第 8 号 　昭 和 58年 12月　参 照
13）　 1944年 ノ伽 鋭 αJof 　the　O罐 oαJ　So漉 む of 　America 　st上 に発表 さ れ た 次の 3 つ の論文，す な わ ち
Geometric 　Formulation　 of　Classical　Color　Harmony
Area 　in　Color　HarTnony
Aethetic　 Measure 　Applied 　to　Color　Harmony
よ りな る 。
14）　 小室 の 「図案法講義」 は，その の ち1907 〔明治40）年の東京勧業博覧会 にお け る東京高等工 業学校 工 業図案科 の 出
　　品 （デザ イ ン 教育法） を機 に ，一段 と充実 した 『一般 図案 法 』 （明 治42 丸 善株式会社）へ と発展 し た。日本 に お け る
　　単行本 テザ イ ン 指導書の 嚆矢で ある。こ の 『一般図案法』 は デザ イ ン 指導書 ブ ムー を呼び起 し ， 以後た て 続 け に 3冊
　　の デザイン 指導書が，い ずれ も東京美術学校出身者 に よっ て刊行 され てい る 。
　森 田洪　 『飾装図案法』　 明 治43 建 築 書院
　島 田佳 矣　 『工芸 図 案法講義』　 明 治44 興文社
　原 貫之 助　 『図案法 』　 明治44 成美堂 書店
一53一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
で あ る 。 『一般図案法』 に はな い が 上 記3冊 に は い ずれ も 「色彩」 の 項目が置かれ て お り， 以後刊行 されたデザイ ン指導書
　　に は 殆 ど 「色彩」 の 項目が み られ る よ うに な っ て い る。
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